









































































大阪市立科学館、末松 芳法、花岡 庸一郎、清水 敏文、一本 潔 
国立
天文台、以上 名。
当研究会には、様々な異なるタイプの観測機器に携わっている人々が集い、生のデータ
を用いて磁場を導出するまでのアルゴリズムや解析過程を解説し合い、それについて議
論しあう事ができ、他機関どうしの研究者間の相互理解が大幅に促進されました。またそ
のような議論を通じて、各々の観測機器においてハード・ソフト面各々で、どのような修
正、開発を進めるべきかが明らかにされました。
また、研究会の最後に飛騨天文台のマグネトグラフの仕組と、実際の動作・データ取得
過程を見学し、それに対する質議応答、議論も行なう事ができました。
これらの成果・発表内容は、月に研究会と同名の「太陽表面磁場ベクトル導出法の確
立」と題した集録として製本出版致しました。その中から、飛騨天文台と乗鞍コロナ観測
所の共同観測による研究の一例を下図に示します。今後開発が進められていく全国の各々
のマグネトグラフにおける将来の解析者の方々には、この冊子を磁場演算アルゴリズムの
基礎参考書として、有効に利用し続けて頂ければと思います。 　
太陽の縁に近い黒点に当てたスリット 
に沿った太陽表面磁場の各成分を飛騨、乗鞍
各々の装置から得られたデータを基に求めたグラフ。
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